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１
９
８
９
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
国
際

協
力
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
：
ジ
ッ
ク
ス
）

は
、
日
本
の
政
府
開
発
援
助（
O
D
A
）や

各
種
の
開
発
途
上
国
支
援
に
お
い
て
、
調

達
業
務
や
管
理
業
務
な
ど
を
行
う
、
日
本

で
最
初
の
調
達
専
門
機
関
だ
。
世
界
１
５

０
カ
国
以
上
の
国
・
地
域
に
対
し
て
資
機

材
、
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
「
調

達
」
業
務
を
担
う
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
強
み
は
公
共
調
達
の
ル
ー

ル
に
則
っ
た
「
調
達
」
の
専
門
知
識
や
ノ

ウ
ハ
ウ
、
ス
ピ
ー
ド
に
留
ま
ら
な
い
。
国

内
外
の
多
く
の
実
施
機
関
や
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
英

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
の

高
い
語
学
力
に
加
え
、
建
設
・
環
境
・
医

療
・
Ｉ
Ｔ
・
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
専
門
性
を
も
っ
た
人
材
が
揃
っ
て
お

り
、
確
実
で
誠
実
な
仕
事
ぶ
り
は
関
係
者

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
高
い
評
価
に
甘
え
る
こ
と
な

く
、
新
し
い
事
業
領
域
へ
の
挑
戦
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
貢
献
す
る
民
間

企
業
な
ど
の
海
外
進
出
を
支
援
す
る
ほ

か
、
調
査
・
審
査
・
監
査
な
ど
の
技
術

的
・
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
、
紛
争
・
災
害
後

の
緊
急
復
興
支
援
、
平
和
構
築
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。

入
職
に
あ
た
っ
て
は
、
国
際
協
力
業
界

に
お
け
る
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
た
め
の
問
題
解
決
能
力
と
関
係
者

間
の
調
整
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
業
務
に
必
要

な
知
識
を
自
ら
学
ぶ
姿
勢
も
欠
か
せ
な

い
。
入
職
後
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
研
修
に
よ
っ

て
、
公
共
調
達
の
ル
ー
ル
を
習
得
で
き
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
簿
記
や
Ｉ
Ｔ
の
基

礎
、
語
学
ス
キ
ル
の
習
得
に
は
報
奨
金
や

受
験
料
補
助
制
度
が
充
実
し
て
い
る
。

「農業を通じて困っている人の役に立ちたい」と
いう思いがあり、大学院修了後は青年海外協力隊の
村落開発普及員としてベナンへ赴任しました。しか
し、家庭の事情により任期途中で帰国し、就職活動
でも国内にいながら途上国支援に貢献できる仕事を
探した結果、JICSに入団しました。
入団当初は、ミャンマーで洪水にも強い高床式の
小学校を約80カ所ものサイトに建設するという難
しい案件があり、プロジェクトマネージャー、現地
のカウンターパート、コンサルタントなどと協力し
て仕事を進める大変さと楽しさを経験しました。
現在は、技術課で仕様書作成業務に携わっていま
す。機械の原理や性能を調べることが得意なので、
現地のニーズも確認しながら、適切な仕様を確認し、
仕様書を作成していくのは好きな仕事の一つです。
2019年に産休・育休に入りましたが、翌年４月の
復職時期と新型コロナ感染症の流行が重なり、出社
できない状況でした。このため、パソコンを自宅に届
けてもらい、在宅勤務で復職しました。今後は現地調
査にも挑戦するとともに、より複雑な品目の仕様書
作成にも取り組めるようになりたいと考えています。

公共調達を担う責任と新たな事業領域への挑戦

モルドバ国農業機械・設備近代化計画（円借款）に係る乗用トラクター72台の引き渡し式
プノンペンの中学校完工に伴う引き渡し式カンボジアの少女と共に

建設中の校舎をチェック

大学院修士課程（農学）を
修了後、青年海外協力隊に
参加しベナンへ渡航

24歳

産休・育休を取得後に
復職30歳

仕
事
や
家
庭
の
環
境
変
化
に

合
わ
せ
て
守
備
範
囲
を
広
げ
、

自
ら
の
力
を
深
め
て
い
く

長岡 ハルナ さん
Nagaoka Haruna

業務第二部　技術課

ＪＩＣＳ入団。カンボジアやミャ
ンマーで施設案件を担当。
現地駐在員も経験

26歳

技術課に異動。医療機器や
車輛など、ODA案件の機材
の仕様書作成を担当

29歳

#
働
く

DATA 運輸交通 森林 農業 その他再エネ

ＪＩＣＳは設立以来、一貫して日本
の政府開発援助（ODA）に関わり、
主要業務のひとつである調達代理
業務で携わる無償資金協力プロジェ
クトでは年間200件以上のプロジェク
トを実施しており、そのすべてが
SDGsの17の目標達成に寄与して
います。
調達代理機関としてＪＩＣＳは、単

にSDGsの目標を達成することに留
まらず、その効果を最大化するために
組織や個人として、どのような配慮と
行動が必要なのかを考えています。
具体的には、自主勉強会で持続可
能な調達の実現方法について検討
を行い、SDGsの専門家を招いて講
演会を開催するなど、高い理念で行
動するための努力を欠かしません。

当機関の“2030年構想”

SDGs達成のために
最大限の効果を！

職員さんに聞きました

設　 立 ： 1989年
資 本 金 ：３億8,700万円
従 業 員 ： 125人（2022年３月１日現在）
本　 社 ： 東京都中央区
海外拠点 ： アジア、中東、アフリカ、中南

米など20カ国（ローカルスタッ
フ所在地）

住　 所 ： 〒104-0053
東京都中央区晴海2-5-24　晴海センタービル5階

T e l ： 03-6630-7870
M a i l ： jinji@jics.or.jp
H P ： https://www.jics.or.jp/
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